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公衆衛生看護学分野
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10.1080/07399332.2021.1963966.  (IF: 1.373)



2

5 .

6 .

7 .

8 .

9 .

学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）
研　究　題　目氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

柳澤沙也子・助教
日本WHO協会機関誌「目で見るWHO」編集委
員

日本WHO協会

川崎涼子・准教授 長崎県支部運営委員 日本ALS協会

柳澤沙也子・助教 「関西グローバルヘルスの集い」運営委員 日本WHO協会

川崎涼子・准教授 代議員 日本地域看護学会

川崎涼子・准教授 編集委員 日本公衆衛生看護学会

中尾理恵子・教授 諫早市地域密着型サービス運営委員会会長 諫早市

川崎涼子・准教授 代議員 日本公衆衛生学会

中尾理恵子・教授 福祉のまちづくり推進協議会委員 長崎県

中尾理恵子・教授
長崎市地域密着型サービス等事業者選定審
査会会長

長崎市

中尾理恵子・教授 評議員 日本健康学会

中尾理恵子・教授 障害施策推進協議会委員 長崎県

平野裕子・教授 国際交流委員会委員 日本保健医療社会学会

平野裕子・教授 理事 健康支援学会

本田純久・教授 代議員 日本健康学会

本田純久・教授 代議員 日本疫学会

大西眞由美・教授 委員長 長崎県再犯防止推進ネットワーク協議会

本田純久・教授 健康ながさき21調査検討小委員会委員 長崎県

大西眞由美・教授 委員 長崎県精神保健福祉審議会

大西眞由美・教授 保健事業支援・評価委員会・委員長 長崎県国民健康保険団体連合会

大西眞由美・教授 代議員 日本公衆衛生学会

大西眞由美・教授 評議員 日本熱帯医学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

大西眞由美・教授 理事 日本国際保健医療学会

0 0 2 0 0 9

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

南嶋里佳, 新地浩一, 大西真由美：被災した在留外国人における災害関連ヘルスリテラシーの課題および災害時

支援における課題に関する質的研究. 保健学研究 = Health science research 34: 1-10, 2021.

佐伯壮一朗, 柳澤沙也子, 小笠原理恵, 安田直史, 中村安秀, 関西グローバルヘルスの集い運営委員会：大規模オン

ラインセミナー運営で何を注意すべきか？—日本WHO協会「関西グローバルヘルスの集い」主催側の教訓. 国際

保健医療 36(2): 63-72, 2021.

勝井由美,窪田昭男,窪田祥吾,柳澤沙也子,安田直史,中村安秀：ラオスの小児外科卒後研修でのSNSを用いた遠隔

コンサルテーション支援. JICHAジャーナル 8(1): 1-4, 2021.
阿部弘之, 本田純久, Jahng Doosub：診療放射線技師養成校における教育研修支援システムでの学習スコアと学力

試験の成績との関連. バイオメディカル・ファジィ・システム学会誌 23(2): 69-76, 2021.
村嶋幸代, 川崎涼子：【保健師人材育成のいま、そしてこれから】(第1部)保健師人材育成の現状 「市町村保健

師の人材育成体制の構築支援事業」から見えてくるもの. 地域保健 52(3): 24-29, 2021.
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その他
　非常勤講師

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

川崎涼子・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「女性外国
人技能実習生のリプロダクティブヘルスニー
ズに対する支援の構築」

柳澤沙也子・助教
公益財団法人ユニベール財団
2021年度研究助成

代表
養護教諭が経験してきたヤングケアラーの支
援の現状

川崎涼子・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「生活習慣
病等の健康課題をもつ元受刑者への保健師に
よる健康支援の構造化」

川崎涼子・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「近隣居住
環境と住民の買物行動及び栄養摂取に関する
調査：フードデザートの観点から」

川崎涼子・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 挑戦的研究(萌芽)「健診
未受診者対応から「自ら支援を求めない
人々」の健康生活実現に向けて」

本田純久・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「子どもは
いかに出生コホート調査参加意識を形成しイ
ンフォームド・アセントに至るのか」

本田純久・教授 国立がん研究センター 分担
がん研究開発費「共同研究グループのデータ
センター間の連携によるがん治療開発研究の
効率化と質的向上のための研究」

全国共済農業共同組合連合会
（JA共済連）

代表
令和3年度JA共済連委託研究「地域住民の食生
活と腸内細菌叢および体内重金属曝露の関
連」

中尾理恵子・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「近隣居住
環境と住民の買物行動及び栄養摂取に関する
調査：フードデザートの観点から」

本田純久・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「介護職員
として働きながら親を介護している多重介護
者のストレスマネジメントの実際」

本田純久・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「高齢者の
介護購買力が家族介護者の仕事と生活に与え
る影響」

本田純久・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「なぜ人々
は聖水治療を求めるのか：エチオピア北部聖
地の事例研究」

科学研究費補助金 挑戦的研究（萌芽）「薬物
事犯による刑事施設入所中の累犯受刑者の保
健医療ニーズと社会生活定着要件」

本田純久・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「青年期に
おける体罰容認意識の関連要因 ―親性準備性
促進プログラム開発に向けてー」

大西眞由美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費補助金・基盤研究C「近隣居住環境
と住民の買物行動及び栄養摂取に関する調
査：フードデザートの観点から」

本田純久・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「イスラー
ムを国教とするバングラデシュにおける女性
の性機能障害の実態と障害への対処」

大西眞由美・教授 日本学術振興会 代表

大西眞由美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費補助金・基盤研究C「在日外国人の
災害対策における特有のニーズと共助の担い
手としての可能性の探求」

大西眞由美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費補助金・基盤研究C「女性外国人技
能実習生のリプロダクティブヘルスニーズに
対する支援の構築」

大西眞由美・教授
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　新聞等に掲載された活動
氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日

活動内容の概要と
社会との関連

大西眞由美・教授
「国保連合会保健事業支援・
評価委員会」報告会

国保新聞 2022年1月20日 自治体へ訪問型支援

柳澤沙也子・助教 非常勤講師 和歌山県立大学

大西眞由美・教授 非常勤講師
国際医療福祉大学　九州地区生涯教育セン
ター 認定看護師教育課程「感染管理」
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